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１. 自転車走行空間の整備手法検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「やむを得ない場合」とは、整備路線のうち、部分的に必要幅員を確保できない場合をいう。 

※アーケードとの交差部など、歩行者交通量が多く、歩行者との接触が懸念される区間については、 

路線の一部を降車区間とすることを検討する。 

※道路管理者と交通管理者の協議、地域の特性や要望等を踏まえ整備手法を決定する（荷捌き車や 

路上駐車など）。 

 

 

 

 

 

  

 

①自 転 車 道 

 

②自転車専用通行帯 

 

③車 道 走 行 

 

④自転車歩行者道内での分離 

 

⑤ゆっくり走行路線 

(1)規制速度 50km/h超 

(2)自転車道 2.0m
（やむを得ない場
合は 1.5m）以上確
保できる 

(3) 規 制 速 度
40km/h 超，また
は，自動車交通量
4,000 台/日超 

(4)自転車レーン
1.5m（やむを得な
い場合 1.0m）以上
確保できる 

(5)歩道が普通自転
車通行可になって
いない 

(6)自歩道の有効幅
員 4.0m 以上確保
できる 
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はい 
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